
兵庫県西宮市

●運営体制図

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

市内20校ある公立中学校・義務教育学校の生徒数は、880人を超える大規模校から150人程度の小規模校まで大きな差があり、今後学校間での生徒数の差はさら
に開いていくことが予想される。こうした学校規模の差は、子供たちの部活動の選択肢や活動環境にも影響を与えることとなっており、部活動を持続可能なものにしていくた
めの改革が急務を要する。部活動の地域移行について地域にアンケートを実施したところ、指導者の確保に大きな課題があることがわかった。中学生受け入れや指導・大
会引率の可否については「条件により可能」との回答が最も多いため、指導者への謝金や保険制度など、地域の受け入れ態勢の条件を整備していくことが課題である。

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
合同部活動の推進に向けた実証事業 成果報告書（概要）

・部活動再編の全市的なモデルとして、学校の枠を越えた3校の合同による部活動運営を実施し、安定した活動に向けた諸課題の解決を図っていく。
・市長部局のスポーツ推進課と教育委員会とが連携を図り、各スポーツ種目協会や大学、高校など市のスポーツ資源との連携のあり方を模索し、地域移行に向けた実証
実績を作っていく。
・スポーツトレーナーによる講習会等を実施し、ケガの未然防止に関する指導の資質向上を図るとともに、地域とのつながりを意識した開かれた部活動への意識改革につな
げる。

３年間の取組みにより、合同部活動に所属する生徒数は年々増加している。今年度は、外部指導者による講習会を実施するなど、合同で活動を実施している部活動
だけでなく、３校で活動する機会を設定し、連携校であることをより意識できるよう活動の充実や学校間の交流を図ることに取り組んだ。今後の地域移行を見据え、外部
指導者に近隣大学の教授や市内にある高校のコーチを招聘するなど、地域人材を活用し、より地域とのつながりを深められるようにした。

●合同部活動の概要（代表例）

（１）運営類型：市区町村運営型 競技団体連携型（Aー３）
（２）運営主体：連携校型合同部活動推進委員会、西宮市教育委員会

実施校（管理職・担当者）
（３）種目：サッカー、男子バレーボール、水泳競技、陸上競技、軟式野球、

女子ソフトテニス、柔道、女子バスケットボール
（４）指導者の主な属性：教員
（５）１か月あたりの平均的な活動回数：２０回程度
（６）主な活動場所：実施校各中学校施設

公営スポーツ施設（テニスコート・プール）
（７）主な移動手段：徒歩
（６）１人あたりの参加会費（年額）：０円/年
（７）１人あたりの保険料：０円／指導者０円

鳴尾南中学校
【単独】

   男子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ
   女子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ
   女子バレーボール
【合同】

   陸上競技

高須中学校
【単独】

   男子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ
【合同】

   女子ソフトテニス
   柔道
   水泳競技
   女子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ

浜甲子園中学校
【単独】

   男子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ
【合同】

   サッカー
   男子バレーボール
   軟式野球

連携・支援
・近隣中学校
・高等学校
・大学
・体育協会
（種目団体）
・西宮スポーツ
 センター

関係組織
・西宮市中学校、
義務教育学校部  
活動推進委員会
・西宮市中学校
体育連盟
・西宮市
スポーツ推進課
・西宮市
文化振興課
・西宮市部活動
 地域移行推進協
議会
・西宮市体育協会

連携校型合同部活動
運営主体：連携校型合同部活動推進委員会

 実施校（管理職・担当者）
 西宮市教育委員会



兵庫県三田市

●運営体制図

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

・合同部活動を母体とした地域クラブ活動への移行

・地域クラブ活動の支援

・三田市剣道会との連携

運営体制図を挿入
※スライド外の運営体制図例を参照

●地域クラブ活動の概要（代表的な取組例）

（１）運営類型：体育・スポーツ協会運営型
（２）運営主体：三田市剣道協会
（３）種目：剣道
（４）指導者の主な属性：三田市剣道協会から派遣された指導者
（５）１か月あたりの平均的な活動回数：４回
（６）主な活動場所：三田市立狭間中学校
（７）主な移動手段：徒歩
（６）１人あたりの参加会費等（年額）：200円/年（大会参加費）
（７）１人あたりの保険料：生徒800円／指導者1,350円

・狭間中学校と富士中学校の剣道部・野球部・陸上競技部の３部活で合同部活動を実施した。

・剣道部は三田市剣道協会、野球部は兵庫ブレイバーズ、陸上競技部は三田市陸上協会を想定し、受入団体と連絡・調整を重ねた。

・現段階で、地域クラブ活動への移行の目途が立っているのは剣道のみである。

 ・三田市剣道協会が主体となる地域クラブ活動設置に向けた、教育委員会、市長部局、三田市剣道協会の３者による連携

 ・令和５年１２月、合同部活動（剣道部）を母体とした地域クラブ活動への移行完了

 ・令和６年 ４月、市内に新たに３つの剣道クラブを設置する。これにより、市内すべての中学校の剣道部の「休日」の地域移行完了

地域クラブ活動
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・学校との連絡調整

・指導者研修

・運営体制確認 ・参加申込書提出

・同意書提出

施設の目的外

使用申請
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